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Ⅰ．研修内容 
１．研修一日目 〔成田空港から空路コペンハーゲンへ移動日〕 
 
デンマーク国際空港及び、公共交通機関にてバリアフリーの視察 
 
階段昇降について： 
 

 

 
エスカレーターのマナーについて： 
 
日本ではエスカレーターや動く歩道では右側を空けることがマナーとなり定着しつつあ

るが、はたしてそれでよいのだろうか？右側でしか立っていられない障害者はどうなるの

か？このマナーは間違っているのではないか？と教授は話す。エレベーター協会でも両側

に乗るようにと近年このことを強く訴えているとのこと。実際に市街地のデパートの中で

エレベーターに乗ってみると日本のように右側を空けるような人は誰もいなかった。エレ

ベーターの右側を空けるのは日本固有のものである。 
 
空港内の案内表示について： 

 

日本では階段昇降はエレベーターに

必ず身障者マークがついている。しか

しデンマークではこのような場合は階

段、エレベーター、エスカレーターの

３つが並列おり、障害者はこの３つの

中で自分に一番適したものを利用する

のだという。 
 

字の大きさや色使い（黄色黒）などが、

コントラストが効いていて高齢者にもわ

かりやすいように工夫されている。 
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デンマーク宿泊ホテルにて 
 
バリアフリー部屋の視察： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
全４０２室の中で５室がバリアフリーとなっている。バリアフリーといってもバスタブが

なくシャワーチェアーになっていて、トイレに手すりがついている程度のものである。料

金も他の部屋と一緒であり、入り口には段差もある。 
 
〈齋場先生より〉 
日本との差はどうでしょうか？？ 
→ 日本の場合は全て車椅子用になっていて、トイレ・バスが単体で１部屋分スペースを

占めている。部屋に手すりがないところが多く、杖障害者には不向きな点が多い。日本の

場合は何から何まで準備してあるが、デンマークでは過剰なものはなく、それを障害者が

工夫して利用するという形である。また、両国の最も違う点はホテル側の対応である。デ

ンマークではチェックインの時に障害者がきたら、バリアフリー部屋を使うのかそうでな

いのかを必ず聞くが、日本では何も聞かずにバリアフリー部屋に案内するところがほとん

どである。 
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夕食時に教授より 
 
モーター付きベッドについて： 

 
モーター付きベッドはそもそも介護する側がしやすいように作られたもので、介護予防

にはつながらない。あのベッドで３年も寝たり起きたりしていると体幹の筋力は低下し、

当然寝たきりになってしまう。デンマークに寝たきりはいない。重度高齢障害者は近年見

かけるようになったが、それでもケアする側はしっかり起こして椅子に座らせる。そして

服を着替えさせている。そういうことがとても大切である。 
 
デンマークにおける税金制度について： 

 
デンマークでは所得税は５０％・消費税は２５％である。高いと感じるかもしれないが

全てが社会保障を通じて自分に帰ってくるものであるため国民はそう感じていない。税収

の８割が医療・福祉・教育に使われる。よってデンマーク人は貯金をする必要がない。大

学に行こうと思えば無料。今ここで倒れてしまっても医療費は無料。といった感じである。 
 
夕食後 
 
公衆トイレについて： 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

夕食後、帰り道の広場の公衆トイレで

ある。２クローネ（４０円）で有料と

なっていて、中はバリアフリーであっ

た。この様に公衆トイレがバリアフリ

ーになっている光景は日本でも見か

けるが、公共施設でもないこのような

広場で見かけることは少ない。 
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２．研修 2日目 〔高齢者向けｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｰｾﾝﾀｰの視察、及びﾄﾞｲﾂへの移動〕 
 
移動中のバスの中にて 
 
デンマークの歴史・政治について現地ガイドより説明： 

 
デンマークの首都コペンハーゲンは、１２世紀に

ロスキレのアブサロン司教が要塞を築いた。コペン

ハーゲンとは、商人の港を意味するが、古くから鰊

（にしん）漁が盛んで、１１６７年に近海を守る為、

要塞を築いた。それ以降商人の港となった。 
コペンハーゲンの主要な建物は、太陽王と呼ばれ

たクリスチャン４世（１５８８～１６４８年）によ

って建てられた。１７世紀には、スウェーデンの占

領、１８世紀には２度の大火やペストの流行、１９

世紀初頭にはナポレオン戦争によるイギリス軍の戦

争の砲火があったが、戦火を免れた中正の建物が残

っている。その美しい街は世界的童話作家アンデル

センが愛したおとぎの国の雰囲気がかもし出されている。第二次戦争中には、美しい町並

みを崩さないようにとナチスドイツに降伏したエピソードがあるほど、人々は古い街を愛

する気持ち強く脈々と受け継がれており、現在でも人々は 300百年前の建物や 100年前の
建物を修復して住みつづけている。 
また、市内には、多くの自転車が通

勤等に使われており、自転車専門の歩

道が自動車道の外側にもうけられてい

て、その内側に歩道がある。またその

他に環境に優しいと言う点では風力発

電が有名である。 
デンマークは、古くから、ギルド制

が発展していた。１７８７年農耕制廃

止され、１８００年工業が発展してギ

ルド制が確立した。この時代から国のほとんどが農業従事者であったが、アメリカやカナ

ダから輸入品の安いものが数多く入って来るようになり農業を断念して工業国に変換して

いった。 
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デンマークの国の姿勢は全ての人の意見に耳を傾け、

税金を取ってその税金は必要な分野に再分配する形に

なっている。この為、選挙の対する投票率も高い（83
～86％）と言われ、共和党が政治を主導してきた。この
政治的背景により、医療・福祉が無料である事や、教育

分野においても、小学校から大学迄全て教育に係る費用

は全て無料である。教育においては、基本的概念に若い

世代を育てるのは社会の役目というものがある。しかも、

18 歳以上の男女に関して、親は扶養義務がない。そし
て子供の発言や行動に責任を持たなくてよい。よって

18 歳以上の男女が親の収入が低いため教育を受けられ
ないという事態は生まれない。本人さえ望むのであれば、

大学を含めた高等専門教育を誰もが受けることが可能となる。（これは外国人にも同様）し

かも、学生の間の生活費も奨学金が出る。（親と同居：2200 ｸﾛｰﾈ／月 独居：4500 ｸﾛｰﾈ／
月 1 ｸﾛｰﾈは 18円） 
また、デンマークは外国人（主にトルコ人）に対しても、移民政策を積極的に行ってきた。

しかし、今年に入ってこれらの政策に翳りが出てきたといわている。その原因としては、

所得税の課税が５４％と言う高い税率で限界に来ている事や教育の機会が平等に設けられ

ているにもかかわらず、移民者による犯罪件数等は減らず、移民者の教育レベルはその親

の教育レベルに反映していると言う結果が出ていると言われデータになっている為である。

この為、今回の選挙では、政権が共和党から民主・自由党に移った。民主・自由党の行政

改革は以下の内容になっている。 
現在デンマークには１４の県と２７５の市があるが

（市の人口は大体３万から５万人位）、２００４年１１

月より県がなくなり５つの行政地域にわかれる。今ま

では、ライフラインである水道、電気、ガス等や成人

教育は国で行い、県は医療や高校等の教育、市は小学

校等の初頭教育や福祉を行ってきた。また、障害者に

関しては医療に関わる障害者は県それ以外は市で５

０％づつ担ってきた。 
しかし、県を５つの広範囲地区に分け義務教育は市、

専門教育は県、大学教育は国が担当する。また、環境

に関する事は国となり、国は市に許可を与えて県がコ

ントロールする形をとる。今後この行政改革を民主・自由党がどのように行うかが期待さ

れている。 
 

 




